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ジ
ム
メ
ル
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撃
概
念
批
判
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附

日
支
通
商
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約
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い
て
・
・
出
場
博
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置
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事

す
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賓

践

ぺ
ル
ギ

l
岡
立
銀
行
制
度
の
改
正

齢

帽

錦

雌

叩

普
国
同
時
小
串
校
経
費
責
措
の
調
節

労
働
者
家
族
所
得
保
険
に
つ
い
て

濁
逸
園
の
臨
時
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曾
計
・
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経

済

言命

叢

第
二
十
七
容

第

披

(
温
調
踊
百
五
拾
九
珍

昭
和
三
年
九
月
後
行

論

叢

租

税

組

A 
下E

諭

示中

戸

耳三

雄

絡
日
同
(
本
請
の
目
的
)

tt~ 

~~ 

相
枯
組
合
的
平
氏
「
斗
机
枯
組
合
旧
名
柄
、
斗
机
拍
刷
岳
山
ー
旭
川
棚
、
斗
机
枇
机
什
の
同
誌
及
稀
知
山
出
品
川
作
詞
川
柏
町
九
社
川
口
取
山
山
品
川
和
枕
制

(

(

(

(

 

A
?と
同
一
柿
脚
内
行
は
る
L

仙
の
場
合
凶
町
山
由
配
叫
酷
川
山
接
的
費
枯
)

)

)

)

 

第
一
一
段
机
柑
組
合
の
長
卸
(
一
机
枯
組
合
内
臣
所
A
公
平
叫
枯
珪
諜
枕
技
術
上
日
肘
政
牧
入
上
い
純
牝
入
を
多
か

υ
し
む
る
と
と
ろ
は
入
走
保
誰

(

(

(

(

(

 

す
る
こ
と

ω生
庄
政
策
上
川
競
争
陪
件
平
等
や
期
し
引
り
る
こ
と
川
法
制
及
官
僚
の
限
迫
よ
り
手

tζ
と
同
共
同
警
官
官
A
勝
目
撃
山
誌
を
詰
め
る

と

と

の

主

J
副
合
ト
政
治
山
議
梢
帥
を
ま
る
こ
と
凶
自
治
及
民
衆
柿
帥
を
進
め
る
こ
と
官
官
主
的
上
川
喜
組
合
山
短
忠
告
平

諜
一
柑
及
謀
祉
技
術
上
け
組
合
と
組
合
目
外
部
品
川
川
机
枯
白
川
劫
酬
に
於
て
小
川
負
仰
の
帥
押
川
脳
に
よ
り

ω組
合
白
内
紘
一
川
同
業
主
品
川
町
悦
雑
山
活
め

仰
同
業
者
間
及
特
に
四
一
事
者
自
活
訟
の
岬
品
目
的
小
山
明
叫
ん
刺
入
上
川
器
薬
品
合
同
決
定
に
よ
リ
凶
制
使
目
作
川
に

k
り
川
止
A

比
政
策
上
倒
負
措
L
L
m
行
政

音量

議

粗

砥

組

合

論

館
二
十
七
佳

O 

第
三
腕



論

議

第
三
按

一

租

輯

組

骨

諭

第
二
十

t
巻

=一O
固

上
) 

結
論
(
全
文
目
要
旨
)

緒

百

我
国
仁
て
も
地
方
仁
牲
〈
三
間
々
、
納
税
組
令
官
い
ふ
も
の
が
ゐ
っ
て
、
困
及
地
方
税

ω納
税
に
つ
き
好
成
績

を
一
不
し

τ居
る
事
を
見
出
す
が
、
其
は
み
{
〈
其
々
の
地
方
の
有
志
が
任
意
に
作
る
も
の
で
ゐ
つ

τ、
別
仁
法
規
上

の
制
度
己
し
て
存
す
る
の
で
は
な
い
九
彪
が
濁
換
に
は
特
に
修
業
税
に
関
聯
し
て
法
規
上
の
制
度
ご
し
て
此
組
合

の
存

L
た
例
が
ゐ
h
、
英
に
相
静
岡
山
J

附
慣
低
も
認
め
ら
れ
た
し
、
世
刷
作
戦
後
に
な
h
て
濁
逸
に
於

τ共
重
注
視
税
負

憶
を
消
化
す
る
斜
め
仁
、
再
び
此
組
組
合
を
利
用
し
た
ら
何
う
か
ど
い
ふ
の
考
も
出
で
た
る
に
就
い
て
は
、
今
日

之
が
本
質
並
に
利
弊
を
吟
味
す
る
ご
い
ふ
事
も
高
真
ら
興
味
な
き
こ
ご
で
は
な
〈
、
我
邦
的
貿
際
租
税
行
政
を
改

善
す
る
上
に
も
多
考
正
な
る
も
の
が
少
〈
な
い
ピ
恩
は
る
、
か
ら
、
誌
に
就

τ之
を
取
扱
っ
て
見
る
。

第
一
段

租
税
組
合
の
本
質

一
租
税
組
合
の
名
和

l
l租
枕
組
合
Z
い
ふ
の
は
狗
逸
岡
学
者
が
多
(
用
ゐ
て
居
る
詞
で
、
共
に
も
色
々
の
異
っ
た

名
稀
が
ゐ
る
。
一
番
康
〈
使
は
れ
て
居
る
の
は
宮
内
ロ
耳
鳴
田
口
白

E
P
で
あ
る
o
此
が
庚
〈
行
は
れ
た
の
は
其
が
凋
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逸
の
法
律
上
の
用
語
正
な
っ
た
縛
め
な
の
で
あ
る
が
、

グ
ゼ
U

F

V

ヤ
ア
ト
ご
い
ふ
認
が
通
常
・
特
別
の
意
味
を
有

っ
た
倍
利
幽
抽
圏
全
表
は
す
の
を
顧
み
て
、

h
u
L
ろ
不
通
嘗
に
選
ま
れ
た
も
の
芭
ず
べ
き
で
ゐ
る
。
其
よ
ち
は
む
し

ろ
古
い
事
者

ω聞
に
行
は
れ
て
居
る
所
の

m
E
2
m
g
o
E
g
R
E悼
の
方
が
一
層
、
通
賞
し
て
居
る
や
う
で
ゐ
h
、

其
よ
h
も
真
に
一
厨
・
泡
切
な
や
う
に
思
は
る
、
の
は
、
最
新
し
〈
、
ペ
ル
ン
』

P
T
の
使
ワ
た
印
耳
目
円
四
m
目見ロ

R
E枠

古
い
ふ
詞
で
め
る
。
何
れ
に
し
て
も
我
邦
語
ご
し
て
は
祖
税
組
合
正
し
た
が
過
賞
で
ゐ
h
、
宜
(
は
勿
論
、
別
に
防

仁
存
在
し
て
居
る
所

ω任
意
胤
髄
た
る
納
枚
組
合
ご
は
多
少
匝
別
し
て
使
り
て
置
C
O

一
一
租
税
組
合
の
起
源

1
1
い
ふ
所
の
租
税
組
合
は
特
に
濁
換
に
行
は
れ
た
の
だ
が
、
其
起
訴
は
普
魯
西
の
此
官
業
枕

仁
一
入
ニ

O
年
に
採
用
せ
ら
れ
た
も
の
で
め
る
。

三
租
税
組
合
の
意
義
及
頼
類

A
最
狭
義
又
は
厳
格
な
る
意
義
に
て
は
、
血
判
襖
特
に
狗
品
唱
に
て
現
貨
に
行
は
れ
セ
も
の
を
棋
盤
・
ピ
し
て
之
を
定

む
ぺ
〈
.
即
も
之
か
ら
い
ふ
正
、
租
税
組
合
ご
は
業
組
又
は
階
級
仁
よ
り
匝
分
苫
れ
(
註
一
文
恐
ら
く
は
地
域
的
に

も
区
分
さ
れ
た
る
-
定
納
税
義
務
者
り
共
同
で
ゐ
っ
て
.
租
税
雄
君
よ
一
'
り
し
て
は
其
組
合
員

ω
平
均
負
措
額
に
基

昔

t
相
秘
h

管
制
砂
田

τら
れ
、
其
を
瓦
ら
に
各
の
組
合
員
に
調
[
其
々
の
能
力
に
廊
也
、

一
定

ω最
高
及
最
低
率

ω

範
囲
内
に

τ分
配
し
、
納
枕
上
、
租
枕
権
者
に
調
し
連
帯
責
任
を
も
有
っ
こ

Z
、
な
る
も
の
で
あ
る
(
融
ニ
)
。
弦
に

下
に
は
私
札
主

t
L
τ
之
を
標
準
ご
し
て
英
刺
弊
を
設
か
う
正
思
ふ
。

自前

能

第
二
十
七
巻

O 
E 

第

観

租

税

組

合

前
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B詣

瀧

第
二
十
七
巻

四

O 
プミZ

第
三
都

租

軸

組

合

論

ア
ン
ド
レ
ー
は
、
此
組
合
い
て
は
・
組
持
者
が
二
白
典
っ
た
潮
察
動
白
下
に
結
合
唱
す
る
。
一
位
彼
よ
り
代
表
主
れ
た
る
資
本
白
大
き
に
よ

り
、
今
一
つ
は
彼
等
の
嵐
ナ
る
組
済
分
割
肘
に
よ
り
て
で
あ
る
と
い
ふ
。

位(
控
ニ
)
品

1
4
ル
ヒ
は
、
器
業
柑
に
於
け
る
租
給
問
賦
の
本
質
(
や
が
て
組
枯
組
合
白
本
質
)
は
、
替
業
者
が
共
担
済
上
山
地
世
に
よ
り
ゼ
組
合
に

分
け
ら
れ
、
各
組
合
四
位
品
に
祉
表
的
心
中
間
車
げ
か
定
め
ら
れ
、
官
設
組
合
白
金
枕
制
在
、
最
品
川
恥
低
車
内
聞
に
て
各
人
に
共
筒
人
的
事
情
に
脳

し
て
分
間
す
る
こ
と
を
、
机
秘
義
砧
者
白
法
枠
上
田
代
表
者
に
任
か
さ
る
弘
事
に
存
す
と
焔
し
、
ロ
ッ
ジ
ャ
ー
は
、
各
筒
地
匝
に
於
け
る
各
柿
野

栄
白
皆
業
者
の
錦
め
山
中
山
中
日
酌
A
N
該
管
業
者
の
般
に
莱
ぜ
ら
れ
、
一
組
耕
組
合
を
机
成
ナ
ム
ω
野
栄
に
郎
ナ
ベ
き
会
制
が
、
組
合
的
共
阿
山
決
議

に
よ
り
て
各
人
間
に
配
賦
せ
ら
れ
、
共
凡
べ
て
の
事
が
一
般
的
過
低
評
慣
を
防
「
が
鉱
山
に
耽
務
官
山
共
力
内
下
に
行
は
る
と
幼
し
、
フ
オ
ツ
ケ

は
、
同
種
目
凡
べ
て

ω
梼
染
者
に
、
地
凪
的
に
枕
表
的
自
巾
問
中
が
迎
川
き
れ
、
耕
〈
し
て
賦
課
せ
ら
れ
た
る
机
枇
義
務
者
四
代
説
者
部
、
各
人

間
に
彼
等
に
識
せ
ら
れ
た
る
金
柑
甑
由
分
配
を
行
ふ
ζ

と
が
許
さ
る
と
い
ふ
て
厨
る
。
的
陪
シ
ェ
ア
レ
ー
は
ハ
静
栄
枯
由
一
部
松
方
法
と
し
て
覗

拍
組
合
枕
を
卑
げ
、
之

E
以
て
同
福
山
岨
枇
主
値
白
全
般
へ
謀
枕
行
岬
仙
の
委
任
さ
れ
た
も
の
ふ
』
V

ふ
て
庇
る
。

尚
之
に
ワ
き
普
捜

ω
質
例

t
-
顧
す
る
の
が
之
が
本
質
を
訓
僻
す
る
の
に
叫
別
で
あ
る
。
即
ち
普
山
一
八
九
-
年
法
に
て
は
‘
世
議
粧
の
納
枕

義
務
あ
る
僻
業
は
、
共
年
牧
盆
及
資
本
に
よ
り
て
四
級
に
分
れ
る
。
第
一
担
は
年
牧
徒
五
部
民
克
叫
上
、
又
は
位
下
且
川
地
脚
資
本
官
同
馬
克
以
上

。
も
白
、
第
二
紋
は
年
肱
盆
一
一
高
乃
至
玉
南
馬
克
、
又
は
資
本
サ
車
両
乃
至
百
商
品
克
白
も
の
、
桜
一
ニ
級
位
年
牧
徒
四
千
乃
車
二
商
品
克
瓦
位
費

本
コ
一
高
乃
至
十
一
h
南
町
岬
克
の
も
の
、
第
四
級
品
年
牧
佳
千
五
百
乃
至
叫
千
品
克
又
は
資
本
一
ニ
千
拍
車
ニ
一
向
島
克
の
も
の
と
し
、
義
務
者
は
自
分
が

何
札
白
階
紋
に
属
す
v
Q

か
圭
申
骨
す
る
も
の
と
す
。
枕
は
第
一
組
に
て
は
年
牧
盆
山
可
分
山
中
に
て
計
算
さ
れ
る
。
五
部
乃
主
匝
時
四
千
λ
百
馬
克

の
軟
爺
に
て
は
枕
は
主
百
二
十
判
馬
克
と
す
る
、
共
よ
り
も
大
な
肱
症
組
で
は
凶
千
λ
百
馬
克
め
般
貸
を
加
ふ
る
叫
に
一
院
を
よ
け
、
軸
に
凹
十

八
馬
克
づ
L
を
加
ふ
る
。
第
二
、
第
三
、
第
四
級
に
て
は
中
間
中
位
各
、
コ
百
馬
克
、
八
十
馬
克
、
十
六
時
克
と
す
る
。
最
出
品
以
何
事
は
第
二
組

に
て
は
凶
百
λ
十
馬
克
と
百
瓦
十
六
馬
克
と
し
、
第
一
コ
敢
に
て
は
百
九
十
三
馬
克
と
三
十
一
馬
克
と
し
、
第
四
棋
に
て
は
三
十
六
品
克
ム
」
凹
馬
克

と
ナ
る
。
賦
課
は
賦
課
一
凪
域
に
従
ひ
、
租
枕
香
員
合
に
よ
り
行
は
れ
、

-M賦課
匝
域
内
四
義
務
者
は
第
二
、
拍
車
一
エ
、
第
四
紙

ω
各
帥
に
て
机
枕
組

す

合
主
作
nJ、
此
組
合
が
首
該
年
由
一
錨
め
に
中
間
半
の
枕
翻
を
箭
ら
ず
ζ

と
・
と
な
る
。
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境
白
一

λ
九
六
年
出
(
廿
丹
後
若
干
白
改
正
あ
り
)
に
て
は
、
替
業
砥
に
て
快
算
公
示
義
務
あ
る
官
位
以
外
の
持
業
に
は
、
各
符
業
に
阻
蹴
山
方
法

に
上
り
て
謀
枕
せ
ら
恥
る
。
各
山
此
謀
恒
帥
叫
に
於
け
る
阻
賦
は
凶
紐
に
て
行
は
る
為
。
其
従
凪
者
は
血
賦
酬
を
提
叫
す
る
泊
め
に
一
白
租
杭
組
合

を
作
φ
。
第
一
輯
に
は
一
一
千
ク
ロ
ー
ネ
以
上
、
第
二
般
に
は
ニ
否
乃
至
二
千
ク
ロ
ー
ネ
、
第
三
紋
に
は
六
↓
乃
五
一
一
一
百
ク
ロ
ー
ネ
、
第
凹
紐
に
は

穴
十
ク
ロ
ー
ネ
以
下
を
年
々
納
税
す
る
義
務
者
が
屈
す
る
。
各
議
務
者
を
机
砥
組
合
に
列
べ
る
こ
と
は
最
下
級
の
枯
務
LN
胞
が
行
ふ
。
各
組
合
白

血
賦
機
闘
と
し
て
は
委
員
曾
が
働
〈
。
共
委
員
の
牛
分
は
租
枕
組
合
か
ら
越
ま
れ
、
一
組
合
内
白
斑
賦
額
自
分
配
は
夫
山
方
法
に
て
行
は
札
る
。

即
ち
委
員
合
が
義
務
省
の
申
告
に
弘
吉
.
各
義
務
者
に
劃
し
て
、
其
持
薬

PAT均
牧
益
能
力
に
つ
告
、
委
員
合
の
智
定
に
よ
り
て
、
租
税
制
合
中

の
他
山
義
務
者
山
管
業
自
巾
川
牧
益
出
力
に
比
し
て
故
品
〈
川
信
す
ベ
き
枇
半
を
相
山
ん
す
る
と
止
A

む
る
。

B
稿
即
時
吉
意
義
に
て
は
、
右
の
外
、
別
に
中
間
窓
・
に
依
る
組
合
の
負
ふ
べ
き
会
税
額
を
指
定
せ
ら
れ
す
、
之
に

つ
き
で
の
納
税
上
の
全
責
任
を
負
ふ
こ
ど
も
な
〈
、
回
早
に
各
組
合
員
の
課
税
椋
準
の
決
定
に
つ
き
重
大
な
る
カ
を

有
も
、
且
つ
其
決
定
に
よ
b
て
賦
課
せ
ら
れ
た
る
枕
的
牧
納
に
丞
加
す
る
が
如
、
き
組
合
を
も
合
め
て
(
兆
一
一
一
)
租
税

組
合
ご
す
る
こ
芭
を
得
る
G

此
場
合

ω租
税
組
合
ど
は
、

一
定
地
直
に
於
け
る
一
定
同
業
者
の
共
同
で
わ
っ
て
、

組
合
員

ω各
箇
の
事
怖
を
考
察
し
E
之
に
相
官
な

h
ご
す
る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
を
指
定
し
且
つ
之
が
牧
納
上

の
世
話
を
錯
す
も
の
ご
す
る
。
期
〈
て
比
意
味
の
組
合
の
中
に
は
強
度

ω組
合
ぜ
同
調
皮

ω組
合
ご
が
あ
る
こ
ど
、

な
hJ
、
前
に
い
ふ
最
狭
義
の
組
合
は
其
の
強
度
の
組
合
で
あ
b
、
其
以
外
の
が
弱
度
の
其
で
あ
る
。

(註
-
Z
)

我
闘
白
般
物
剖
費
税
法
第
ニ
十
=
臨
第
一
割
に
曲
る
織
物
組
合
出
其
れ
で
あ
ワ
て
、
此
白
如
き
も
の
を
替
業
収
量
枇
心
宇
う
な
枇
に
も
川

ゐ
る
と
と
を
得
る
。

論

謹

第
二
十
七
巻

E 

租

枕

組

合

前

O 
-t 

路
三
掛
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箇

組

紐

組

骨

諭

第
ニ
十
七
巻

第
三
税

=一O
八

議

ハ
り
最
虞
義
に
て
は
、
荷
〈
も
納
税
上
共
同
の
行
動
を
採
る
怨
め
に
出
来
た
る
、
納
税
義
務
者

ω組
合
を
凡
ぺ
て

合
め
て
租
税
組
合
ご
い
ふ
こ
Z
を
得
る
。
其
は
前
B
に
い
ふ
も
の
、
外
、
法
規
上
に
存
立
す
る
納
税
義
務
省
の
納

税
保
設
組
合
(
註
虫
、
並
に
義
務
者
が
白
後
的
に
作
る
所
の
任
意
の
納
税
組
合
(
詰
?
と
を
も
合
む
こ
吉
、
な
る
。

(
話
回
)

我
邦
の
沼
地
祉
法
第
十
四
時
第
四
貌

ω
沼
地
組
合
の
如
き
て
あ
る
。
此
組
合
に
て
測
結
枯
の
納
税
を
拍
保
す
る
乙
と
が
川
謀
、
井
場
合
、

義
務
者
出
枯
を
完
納
す
る
能
は
ず
る
と
き
は
、
組
合
の
告
民
が
納
棺
者
と
し
て
再
義
務
官
負
摘
す
る
と
と
与
な
る
@

我
師
自
地
方
に
間
々
且
出
す
所
由
、
納
枕
組
合
ど
あ
る
。

(
位
五
)

四
租
税
組
合
Z
同
一
締
紳
の
行
は
る
、
他
の
場
合

|
i租
税
組
合
の
外
に
於
て
、
之
ご
同
一
精
一
柳
の
行
は
れ
て
居

る
場
合
が
あ
る
。
業
一
は
‘

A
普
通
の
配
賦
枕
の
場
令
で
|
|
或
税
を
上
級
統
治
園
髄
か
ら
下
級
副
鴨
に
一
定
の
標
準
に
J

b
制
常

τ、
下

級
凶
憶
が
主
一
を
岡
髄
r
h

屈
す
る
各
人
に
某
々
の
標
準
に
従
っ
て
賦
課
す
る
も
の
で
あ
る
。
康
〈
配
賦
税
ご
い
へ
ば

此
場
合
正
、
前
の
最
狭
義

ω
租
税
組
合
に
依
る
場
合
ご
を
合
む
の
で
あ
る
。
我
邦
に
て
は
奮
時
の
府
牒
的
戸
数
割

に
て
府
脱
が
管
内
の
市
町
村
に
共
直
接
国
及
府
脱
税
額
百
戸
数
正
に
よ
り
て
剖
蛍
て
、
質
際
の
賦
税
は
各
市
町
村

が
義
務
者
に
封
し
某
所
得
額
等
を
機
準
ご
し
て
行
ふ
こ
吉
、
、
な
っ
た
の
で
あ
る
。

B
間
接
消
費
税
の
場
合
ー
ー
が
仙
の
場
合
で
あ
っ
て
、
此
に
て
は
間
家
が
消
費
者
に
負
携
せ
し
め
ゃ
う

εす
る

所
の
枕
を
、
製
造
家
か
ら
取
っ
て
、
製
治
家
を
し
て
経
済
上
の
大
勢
を
利
用
し
て
任
意
に
消
費
者
に
鞠
嫁
せ
し
む

158. 487- Kleinw孟chte:r，qd o
 
a
 
a
 

Ju a
 
r
 
n
 
o
 

C
 
5
 

F
O
 
2
 

砂
丘
5

0

 

o
a
由

a

a

E

 

a
吋

o

h

b

'

 

国

h

a

A
E
ι
 



る
の
で
あ
り
、
賞
際
比
樽
嫁
が
完
全
に
行
は
れ
る
こ
正
も
ゐ
る
が
、
叉
完
全
に
行
は
れ
宇

L
て
製
造
家

ω負
携
に

蹄
着
し
終
る
こ
芭
も
あ
る
。

第
二
段

租
税
組
合
の
長
短

一
租
税
組
合
の
長
所

A
n公
平
課
税
及
課
税
技
術
上
ー
ー
に
は
少
(
ご
も
組
合
が
組
什
員
た
る
各
義
務
者
に
租
税

T
制
営
て
る
だ
け
に

て
は
、
同
業
者
、
而
も
同
地
同
等
の
同
業
者
ご
し
て
事
情
が
瓦
に
良
〈
知
ら
れ
て
居
る
が
縛
め
に
富
士
)
、
兎
ら
に

は
相
互
的
監
品
目
牽
制
が
行
は
れ
得
る
が
縛
め
に

2
4、
且
つ
又
各
稲
の
雌
営
業
に
相
官
な
る
調
査
方
法
を
採
る
が
斜

め
に
も
(
註
八
)
、
課
税
標
準
又
は
随
っ
て
税
額
の
決
定
が
政
府
自
ら
直
接
に
決
定
す
る
よ
L

り
も
よ
h
多
〈
遮
切
な
る

喝
、
ピ
が
出
来
、
且
?
義
務
者
か
白
川
町
怖
w

ぜ
い
は
れ
な
い
も
の
た
る
司
』
ピ
が
出
来
る
{
泣
き
。
椴
A
T
又
此
仁
針
し
て
苦

情
が
出
て
も
、
共
を
政
府
に
向
け

L
め
A
V
L
て
組
合
に
向
り
し
め
る
こ
ご
が
出
来
る
富
一
O
)
。
尤
も
此
見
地
か
ら

す
れ
ば
組
合
の
車
住
は
同
業
同
級
古
い
ふ
こ
z
h
f
選
む
ぺ

f
、
特
に
同
業
己
い
ふ
も
の
に
重
き
を
置
く
べ
き
で
あ

品
。
異
業
者
を
も
合
め
て
同
級
ぜ
い
ふ
こ
Z
で
組
合
を
作
つ
て
は
目
的
に
遁
は
ぬ
。
併
し
叉
、
同
業
に
宣
言
を
置

い

τ異
級
者
を
も
一
緒
に
す
る
の
で
は
、
此
組
合
に
通
例
な
る
中
間
率
の
適
用
が
出
来
ぬ
古
い
ふ
不
便
が
生
宇

る
。
北
等
を
併
せ
考
ふ
る
ご
同
業
同
級
者
の
組
合
が
一
番
都
合
が
良
い
ご
い
ふ
ニ

t
に
な
る
。

薗

議

組

枯

組

合

酋

第
二
十
七
巻

ヨ

O 
九

第

観

七



論

第
二
十
七
巻

y、

三

-o

叢

租

枕

組

合

論

館
=
一
説

(
註
穴
)

フ
イ
ス
チ
ン
グ
は
、
事
情
を
相
互
的
に
良
〈
知
る
が
結
晶
に
、
組
合
内
に
多
抄
公
平
な
る
分
間
断
可
能
で
あ
ワ
た
」
焔
L
、
メ
ル
ツ
ア
J

は
、
此
方
訟
に
よ
り
て
相
互
の
給
付
砧
力
走
良
〈
知
る
厨
の
租
税
組
合
の
組
合
員
が
、
其
智
識
を
公
平
な
る
机
枯
分
配
自
坊
め
に
利
川
ナ
ベ
〈
、

租
枇
直
員
と
し
て
強
制
せ

ιる
与
と
と
L

た
る
と
対

L
、
ラ
ウ
も
、
或
地
区
に
於
け
る
或
替
業
白
金
企
業
者
に
民
日
に
近
い
評
定
が
山
車
る
な
ら

ば
、
此
制
白
井
人
州
自
分
間
紅
、
彼
等
山
組
合
に
任
か
き
る
土
乞
相
時
る
。
何
ぜ
と
な
れ
ば
彼
等
は
相
互
に
其
符
業
決
温
を
北
島
〈
知
る
か
ら
と
い

ふ。

(
註
セ
)

ワ
グ
ナ

F
は
、
同
業
者
の
租
枕
組
骨
等
白
均
台
に
は
、
骨
人
に
相
互
血
背
と
い
ふ
利
佳
あ
り
と
ぬ

L
、
ベ
ル
γ
ハ
ル
ト
位
、
評
定
及
蛇
管

に
於
け
る
持
議
行
政
時
金
値
山
出
刑
U
A
議
務
山
修
に
、
升
箇
の
阿
謀
者
山
相
互
蛇
督
の
惜
別
が
生
ず
る
と
い
ふ
て
肘
る
。

(
陸
八
)

イ
ル
シ
ρ

ル
ン

1
位
、
租
特
を
自
説
枕
す
る
野
栄
央
伺
に
よ
り
て
岡
山
市
か
ら
解
放
す
る
万
訟
の
本
質
的
利
益
白
一
位
、
貨
に
、
弁
筒
山

野
業
主
は
叫
刷
業
制
輔
自
鵠
め
に
、
謀
枯
方
怯
白
筒
性
化
の
可
簡
に
存
す
と
い
ふ
。

(
腔
九
)
エ

I
ベ
ル
ヒ
は
、
組
合
代
表
に
於
け
る
分
別
あ
り
且
ワ
公
平
な
る
賀
行
に
よ
り
て
机
粉
組
合
の
各
倒

ω
従
属
者
自
揃
足
な
る
鵠
柑
に
砕
き

紺
と
錦
し
‘
フ
オ
ツ
ケ
札
、
此
此
〈
噌
へ

ιれ
た
方
法
日
机
柑
机
A
V

の
各
世
位
制
者
自
問
に
負
抱
O
A
H
平
を
汁
一
ず
る
可
能
を
興
ふ
と
錯
し
、
ヲ
グ

ナ
ー
は
、
叫

ω
担
枯
組
合
目
如
き
方
出
が
良
〈
作
、
り
る
?
と
き
は
、
告
人

ω
柑
闘
を
其
々

ω抗
際

ω締
岬
間
的
給
付
能
刀
に
射
し
出
来
る
だ
け
正
也

に
附
記
す
る
ほ
帥
b
o
泊
世
な
る
方
便
と
な
り
仰
と
錨

L
、
又
他
山
鹿
に
て
は
、
和
枕
主
紐
ヘ
替
業
祉
分
配
白
正
常
な
る
伯
判
化
の
問
題
日
、
配
賦

制
市
出
と
紡
付
き
て
多
少
、
外
山
市
椋
申
主
義
上
四
リ
も
一
問
先
金
に
充

t
さ
る
λ

を
伴
、
北
が
租
税
組
合
に
も
存
す
主
錦
す
。
バ
ル
ン
ハ
シ
ト
は
、
庫

侭
由
申
告
、
述
肱
の
試
み
は
、
同
業
者
に
怯
る
ヰ
門
的
時
昧
心
鈷
品
に
、
今
日
の
凶
家
山
市
民
時
代
よ
り
も
繍
に
現
は
る
L
ζ

と
お
な
ら
う
と
い
ひ
、

ア
シ
ド
レ

I
U
、
組
枇
訓
告
の
怪
務
の
一
段
、
闘
附
目
指
F

ん
す
る
原
則
に
従
ふ
て
机
骨
貝
中
に
、
机
税
負
拍
tv
分
配
す
る
こ
と
だ
と
い
ひ
、
シ
ェ

フ
レ
ー
は
、
相
枇
組
合
に
依
る
野
鶏
諒
税
を
十
分
泌
足
な
も
の
と
は
認
め
な
い
け
れ
Y
一
も
、
世
ほ
一
白
管
業
利
得
を
抑
鵠
す
る
削
離
に
臨
ず
る
山

方
法
と
す
る
叫

(陸

-o)
ペ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
、
職
争
(
靴
稔
組
骨
の
出
球
た
後
山
畑
仕
負
拾
郎
著
の
偽
め
の
職
争
)
は
其
尖
端
を
H
M
日
↑
、
政
山
に
向
け
な
い
で
、
此

が
持
筒
白
管
業
白
内
部
に
争
は
る
お
と
と
込
な
る
と
い
ふ
て
居
る
。
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B
財
政
牧
入
上

い
純
牧
入
を
多
か
ら
し

U
る
こ
正

-|i此
組
合
を
利
用
す
る
こ
Z
に
よ
ー
り
て
何
程
か
‘
岡
家
官
吏
の
芋
を
省

言
、
其
経
費
を
節
L
随
っ
て
租
税

ω純
股
入
を
増
す
事
正
な
b
得
る
(
詰
二
)
O

勿
論
其
れ
だ
け
組
合
に
、
随
つ

τ

民
間
に
一
一
艇
の
官
僚
が
出
来
て
、

併
し
北
(
は
闘
家
官
僚
に
比
L
て
は
少

一
の
一
公
費
が
加
は
る
こ
正
に
も
な
る
が
、

き
も
の
た
る
こ
ど
を
得
る
(
刊
一
二
三

(
控
-
-
)

4
 

4

へ
ル
ン

ρ
ル
ト
目
、
帯
業
u
A
叫
刷
業
訓
同
に
依
旬
。
課
叫
悼
の
吋
前
は
、
岡
家
楠
闘
白
非
常
町
る
間
約
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
ふ
。

4

ル
シ
ハ
ル
ト
は
、
租
松
組
合
に
於
け
る
自
拍
の

'n僚
は
、
同
家
的
唱
僚
の
如
〈
に
は
、
そ
れ
に
近
い
ほ
官
に
も
名
指
と
は
な
ら
ぬ
と

(
詰
士
一
)

U

J

。
ろ
般
入
を
保
諮
す
る
こ
己

l
t組
合
に
劃
し
て
先
づ
中
間
率
を
以
て
北
(
納
主
主
税
額
を
計
算
し
、
之
が

納
税
上
の
責
任
を
負
は
し
む
る
場
合

ω如
き
、
然
ら
F
れ
ば
生
宇
る
ニ
芭
あ
る
ぺ
量
減
股
に
封

L
・
政
府
財
政
を

保
詮
す
る
こ
ご
、
な
る
ぷ
い
ふ
利
を
件
ふ
。
併
し
叉
其
鋳
め
に
は
組
合
内
的
能
力
の
比
較
的
乏

L
き
者
に
過
重
負

婚
を
蹄
す
る
こ
己
、
な
る
の
可
能
性
を
も
有
つ
か
ら
、
之
が
保
護
規
定
は
別
に
必
要
ご
な
ら
う
(
出
ご
三
。

フ
オ
フ
ケ
は
、
組
合
引
凡
べ
て
の
事
情
下
に
、

A
E
枕
制
を
山
す
べ
き
却
定
が
存
す
る
と
き
に
は
、
同
一
本
は
叫
に
、
能
力
な
告
組
合
同
日
い
か

共
他
山
組
令
員
を
容
品
な
ら

L
む
る
侃
め
に
弔
鈎
告
に
中
止
さ
和
枕
を
制
泊
て
ら
る
ゐ
危
険
に
劃

L
て
保
設
す
る
こ
と
誌
な
る
と
い
ふ
て
肘
目
。
。

(
位
三
品
)

(C) 
生
産
政
策
上

論

繋

第
二
十
七
巻

第

抗

ずL

一

租

骨

粗

告

諭

710，_ ¥Vagner. J~he~ten St~llern. S， 392._B~nh~rclJ a. 礼 O.S. 23 
Andl'eae，-a. a. O. S. 134. Sch品問e，a.-a. O. S. 185 
llcrnhard， u. a. O. S. 19 
Bcrnhal'【1，a. a. O. S. 20 
J3ernhard. a. a. O.呂田
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提

程

桔

組

合

論

第
二
十
b
巻

O 

骨
川
競
争
傑
件
の
平
等
e

伊
期
し
得
る
こ

E
l
-
-此
方
法
が
傍
業
者

ω品
商
業
的
特
殊

ω性
質
よ
h
し
て
選
h
U

ぺ
し

Z
せ
ら
る
、
所
以

ω
も
的
が
あ
る
。
其
は
鰐
業
者
ご
い
ふ
も
的
は
同
業
者

ω
競
守
僚
件

ω
卒
等
を
大
事
古
銭

L
、

一

第

挽

共
不
平
等
が
各
人
の
カ

ω
相
違
が
ら
出
づ
る
の
は
仕
方
な
し
ご
し

τも
、
式
が
国
家

ω
制
度
政
策

ω勉
め
に
生
中

る
の
は
彼
等
り
最
嫌
ふ
所
で
あ
る
。
然
る
仁
管
業

ω一
訣
枕
標
準
は
一
五
来
決
定
雛
の
も

ω
で
あ
h
J
、
岡
家
官
吏
の
手

に
よ

h
定
め
ら
る
、
ど
き
に
可
な
り
に
不
必
卒
に
な
る
o

其
の
下
に
彼
等
が
四
営
業
を
す
る

ωは
同
業
者
ご
の
闘
係

上
彼
等
の
頗
る
不
利
ご
す
る
所
で
あ
る
。
勿
論
租
枕

ω寛
大
を
享
り
た
る
も
の
は
却
っ
て
之
を
有
利

t
し
ゃ
う

が
、
租
税
を
比
較
的
首
丁
傍
っ
た
者
は
之
を
不
利
己
す
る
。
而
か
も
利
害
の
打
算
を
生
命
ご
す
る
彼
等
に

z
b
て

は
、
此
不
利
は
非
常
に
痛
切
に
戚
を
ら
れ
な
〈
て
は
な
ら
な
い
。
然
る
に
組
合
に
よ
り
て
各
員
へ
の
負
擦
が
分
配

き
る
、
銭
的
に
、
よ
り
H
借
用
T

に
課
税
せ
ら
る
、
こ
吉
、
な
れ
ば
、
彼
等
は
少
(
ご
も
同
業
ご
め
競
崎
市
上
仁
は
非
常

に
好
都
合
Z
な
b
、
満
足
を
戚
A
V
る
こ
正
、
な
る
で
あ
ら
う
。
尤
も
此
方
法
に
依
る
彼
等
の
自
治
に
よ
り
て
彼
等

同
業
者
相
互
間
の
負
摺
は
一
居
会
卒
仁
な
る
り
れ
ど
も
.
彼
等

t
彼
等
以
外
の
外
部
の
人
達
ご
め
間
に
或
度
の
不

R

公
平
を
兎
れ
旧
制
ご
い
ふ
こ
ご
は
ゐ
る
。
此
に
つ
い
て
の
苦
情
不
満
は
残
る
が
、
併
し
傍
業
者
の
立
場
ご
し
て
は
之

よ
h
も
よ
り
多
〈
競
守
同
業
者
間
り
平
等
会
卒
に
依
る
利
盆
を
重
し
ご
す
る
で
め
ら
う
さ
恩
ふ
。

ろ
法
制
及
官
僚
の
限
迫
よ
b
見
る
、
噂
】
芭
|
|
助
組
合
課
税
に
よ
ち
官
僚
又
は
法
規
じ
よ
る
酪
迫
に
艶

Lτ

之
よ
ら
被
む
る
べ
き
不
利
を
除
き
、
義
務
者
自
身
の
共
同
に
よ
b
τ
英
利
盆
を
趨
嘗
に
保
護
す
る
ご
い
ふ
こ
己
に

Vocke. a. a. O. S. 310 16) 



も
な
ー
り
得
る
(
位
-
問
)
。
此
利
盆
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
兎
角
、
官
僚
仰
鋳
す
所
が
杓
子
定
規
に
流

れ
た
り
、
融
泌
ゆ
利
か
な
い
が
縛
め
に
賞
業
者
の
不
利
を
被
む
る
こ
ど
は
少
〈
な
い
の
で
あ
る
か
ら
.
決
し

τ之

を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

(
註
『
一
四
)

ア
ン
ド
レ
ー
は
、
利
拍
組
合
の
任
務
の
一
一
は
之

ιよ
り
て
代
表
す
る
経
済
分
科
由
利
益
を
保
謹
す
る
こ
と
だ
と
い
ひ
、
ペ
ル
ン
ハ
ル
ト

も
、
比
右
法
に
よ
り
て
、
去
の
官
一
侃
向
胡
桃
主
義
以
祖
な
る
手
に
で
各
筒
企
業
。
槽
附
に
干
出
W
Tる
と
き
よ
り
も
、
一
唐
山
比
〈
行
は
る

h
E
得
く

し
と
焔

L
、
ロ
ツ
シ
ア
l
は
.
机
抽
出
机
軸
組
合
の
評
定
に
低
か
き
る
%
と
き
に
『
二
の
海

L
〈
不
良
な
る
暗
搬
出
除
か
る
も
一
は
役
人
白
人

的
#
思
に
依
る
止
副
首
、
他
は
理
論
的
な
る
大
小
山
同
一
一
押
池
の
他
而
の
下
に
小
な
る
者
を
毘
迫
す
る
法
律
的
形
式
主
議
官
と
い
山
。

は
共
同
経
鋒
及
姐
官
業
改
善
eT
進
め
る
こ

Z
1
1競
争
の
行
は
晶
、
同
開
管
業
者
の
聞
に
此
柿
内
共
同
課
枕
の

行
は
る
、
に
於

τ、
自
ら
多
少
共
同
の
概
念
ぞ
進
的
、
単
に
お
互
に
競
争
の
み
す
る
よ
b
は
、
少
〈
ご
も
一
部
な

り
ご
も
共
同
的
仁
経
楼
し
ゃ
う
ご
す
る
こ
古
、
な
る
(
弘
一
五
)
O

例
之
、
材
料
の
共
同
臨
入
古
炉
、
信
用

ω共
同
利

用
ご
か
、
等
々
を
進
め
る
こ
記
、
な

h
、
叉
は
少
〈
正
も
何
程
か
管
業
上
の
改
良
を
促
が
す
こ
ご
に
な
る
。

(
桂
一
亙
)

ペ
ル

y
F
ル
ト
は
、
法
枠
組
誌
の
喝
制
か
ら
で
な
〈
て
、
唱
だ
同
業
者
的
制
盟
に
て
由
み
、
和
拍
共
同
か

b
生
成
北
同
が
止
ず
る
と
焔

L
、
ア
ン
ド
レ
ー
は
、
組
紐
組
合
出
之
に
結
合
す
る
各
相
時
の
間
山
繭
情
的
競
争
を
緩
和

L
、
此
静
白
組
岬
問
を
い
見
に
共
同
的
前
副
に
結
合
せ
し
む

6
 

る
こ
と
に
拍
慨
し
て
居
る
や
う
だ
と
い
ふ
。

D
道
義
上
.
蹴
曾
上
、
政
治
上
.

い
連
帯
精
紳
を
準
め
る
こ

t
i
t
-納
税
上
連
帯
責
任
が
生
や
る
芭
旨
に
は
、
自
ら
組
合
員
相
互
の
聞
に
逗

論

議

租

枕

組

合

諭

第
二
ト
ヒ
巻

一

第

貌

Roscher， a. a. O. Andreae. a 乱. O. S. 134. Bernhard. a. a. O. S・43
5. 505-506 
Bernhard， a. a. O. S. 29. Andreae. a. a. O. S. 135. 
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前

租

栂

組

合

前

第
二
十
セ
傘

同

第
三
概

接

帯
・
相
互
扶
助
の
精
紳
を
助
長
す
る
ニ

Z
に
も
な
る
ご
い
ひ
得
る
(
註
二
ハ
)

U

そ
し
て
英
一
屠
強
〈
な
る
こ

Z
は一枇

曾
上
‘
政
治
上
に
も
望
ま
し
き
こ
己
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
立
戸
は
間
合
農
村
仁
は
何
ほ
行
は
れ
易
い
り
れ
ど
も
、
都

舎
の
修
業
者
に
は
多
少
無
理
な
や
う
な
戚
も
あ
る
。
随
ふ

τ営
業
税
に
つ
き
て
強
度
の
租
枚
組
合
は
或
は
行
は
れ

悪
い
か
も
知
れ
な
い
。

(
註
-
穴
)

J
 
u
 

eへ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
、
私
枯
井
同
山
原
川
は
同
業
者
心
自
治
と
同
謀
者
山
連
帯
と
に
あ
り
左
い
ふ
叫

ろ
自
治
及
民
衆
納
品
仰
を
進
め
る
こ
さ
1

J
杭
税
組
合
は
確
か
に
専
制
主
義
官
僚
主
義
を
離
れ
て
、
自
治
主
義

民
衆
主
義
に
就
〈
も
の
で
ゐ
り
、
此
等
の
精
紳
を
も
助
長
し
、
時
代
的
思
潮
に
も
油
賂
L
、
税
務
の
運
行
を
問
滑

な
ら
し
h
u
る
こ
ど
に
も
な
る
定
一
七
)
。

(
註
-
七
)
。
ヘ
ル
ン
川
ル
l
仕
、
相
柑
制
合
目
以
両
附
則
は
結
合
さ
れ
た
る
惜
柴
山
自
治
だ
と
鴻

L
、
之
に
よ
り
て
廿
情
的
機
械
の
拙
大
が
挫
け
ら

れ
る
と
い

A
O
ア
ウ
λ

ト
札
、
制
枕
制
官
制
伎
は
且
拍
版
川
よ
り
止
じ
た
と
幼
し
、
ニ
ア
テ
も
、
軒
闘
白
立
法
省
は
、
租
祉
が
公
平
に
賦
課
き
る

与
と
と

ω責
任
を
山
車
る
記
け
納
柑
義
務
者
自
身

μ
任
か
さ
う
と

L
た
U
だ
と
い
V
U
、
4

ラ
フ
孟
ル
ヂ
ス
は
、
相
川
品
一
な
る
枇
務
行
政
制
此
O
主
な

る
国
求
廿
、
岡
家
的
且
批
命
的
利
盆
心
調
和
的
な
る
充
足
J

で
あ
っ
て
、
之
が
保
読
を
闘
家
的
且
刷
合
的
元
葉
山
協
力
、
印
ち
同
家
的
H
A
自
治
的
棚

闘
の
紡
告
が
仇
す
る
と
日
し
、
ア
ン
ド
レ
ー
は
、
机
枕
組
合
の
み
が
凍
中
主
義
、
官
依
主
義
恥
ら
越
肱

L
、
大
職
後
山
U
A
V
4

蹴
な
る
組
枕
改
革
が
到

蕗
に
示
し
た
ゃ
う
方
不
幸
な
る
勅
果
を
逃
れ
る
可
能
を
併
す
と
処
ナ
叫

E
便
宜
上
、
負
強
上
、

l
l夫
の
中
間
率
に
よ
ち
て
組
合
の
金
負
強
制
の
計
算
せ
ら
る
、
正
き
に
は
、
偶
b

組

合
に
割
合
に
能
力
の
大
V
も
の
、
多
量
』
場
合
に
は
、
組
合
員
各
箇
の
負
路
も
割
合
に
軽
〈
て
梼
み
得
む
ご
い
ふ
司
、

Bernllard. a. a. O. S. 21 
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Z
が
ゐ
hJ
、
叉
嘗
該
郡
山
業
が
好
況
に
向
ひ
っ
、
ゐ
る
場
合
に
も
・
各
組
合
員
の
負
擦
が
割
合
に
聴
易
で
ゐ
り
得
る

ご
い
よ
-
』

Z
が
ゐ
る
(
註
一
八
)
O

(
駐
-
八
)

〉

フ
イ
ス
チ
ン
グ
は
、
之
に
つ
き
、
特
に
枇
盆
多
告
符
柴
山
大
噌
加
に
於
て
、
租
杭
負
指
針
非
叫
に
小
な
る
を
得
た
と
い
ふ
て
川
る
。

)
 
二
租
枚
組
合
の
短
所

(
 )
 
A
E世
卒
謀
枕
及
課
税
技
術
上

い
組
合
己
組
合
の
外
部

ωも
の
ご
の
問

l
l

(
 ー
机
枕
の
賦
融
仁
於

t
l
l此
方
法
に
よ
h
て
一
組
合
内

ω組
合
員
相
互
の
聞
に
は
一
居
公
平
ご
な
b
得

(
 

る
傾
を
有
つ
が
、
併
し
共
組
合
ピ
他
の
組
合
ご
の
問
主
一
九
)
、
真
ら
に
は
此
ご
組
合
に
依
ら
や
し

τ在
接
課
税
せ

ら
る
、
も
の
正
の
問
(
註
二
O
)
に
説
枕
楳
準
決
定
方
法
の
異
る
が
縛
め
に
、
又
は
同
一
方
法
に
依
る
ピ

L
て
も
之
が

運
用
の
手
加
械
の
四
割
る
が
斜
め
に
、
不
公
M
T

ピ
な
b
得
る
o

特
仁
強
肢
の
組
合
仁

τ
一
組
合
員
の
全
般
に
劃
す
る

一
定
の
中
開
卒
が
適
用
さ
れ
て
某
組
合
に
割
嘗
て
ら
れ
た
ご

L
て
、
甲
の
組
合
で
は
此
中
間
卒
を
相
嘗
正
す
る
よ

'
り
も
よ
h
J
以
上
に
能
力
の
大
な
る
も
の
が
割
合
に
多
い
の
に
、
乙
の
組
合
で
は
此
中
岡
市
半
を
相
官
ご
す
る
よ

h
も

よ
り
以
下
に
能
力
の
乏

L
き
者
が
割
合
に
多
い
ご
い
ふ
こ
ご
が
あ
っ
て
、
主
(
の
斜
め
に
も
、
組
合
相
互
の
聞
に
各

員
の
負
擦
に
不
公
平
を
生
命
，
る
の
可
能
性
が
あ
る
(
号
一
一
)
O

だ
か
ら
じ
て
此
方
法
は
公
平
一
北
税
上
完
全
で
は
な
い

が
、
併
し
夫
の
同
等
特
に
同
磁
の
管
業
者
聞
に
R

公
平
正
な
b
得
る
ご
い
ふ
こ
ご
が
、
修
業
者
の
特
殊
の
事
怖
か
ら

言命

叢

租

柑

組

合

諭

第
二
十
七
巻

五

第
三
貌

Fuisting. a. a. O. S・336.21) 



論

議

四

租

揖

組

合

論

第
二
十
七
血
管

プす

第
三
雄

し
て
特
に
重
大
な
る
事
柄
で
あ
る
の
で
、
仮
ム
ザ
右
の
如
き
多
少
り
侠
鮎
は
ゐ
つ

τも
、
品
川
且
つ
此
方
訟
を
利
用
す

る-』

E
の
勧
め
ら
る
、
所
以
の
も
の
が
ゐ
る
。

(註
E

九
)

ヰ
ル
ン
《
ル
ト
位
、
各
替
幾
分
科
へ
の
金
租
柑
負
婚
の
分
配
は
非
古
に
復
醸
し
た
も
白
百
ξ
活
L
、
ベ
ヲ

y
z
ル
戸
ス
も
、
租
枕
組
合

に
よ
り
て
は
、
岡
家
計
租
枕
を
此
撃
。
組
合
に
油
相
な
る
方
法
に
て
献
山
ん
す
る
ζ

と
が
議
せ
ら
る
る
事
日
山
車
な
い
と
い
ひ
、
フ
オ
ヲ
ケ
は
、
此

組
合
に
依
る
謀
間
方
法
は
、
問
視
管
業
組
合
員
の
持
っ
た
凶
挫
の
問
ハ
又
は
之
と
他
稲
崎
業
者
と
の
問
、
又
は
み
ι
〈
野
菜
者
と
他
山
租
枯
義
務
省

去
の
問
自
負
掲
の
正
常
な
る
制
骨

E
生
ず
る
こ
と
は
山
車
ぬ
と
い
ふ
叫

(
控
ニ
O
)

前
駐
一
九
、
フ
オ
ツ
ケ
事
服
。

(
陸
一
一
ご

ア
イ
九
チ
ン
グ
は
、
此
人
工
的
制
度
が
一
匝
峡
と
他
凪
域
と
の
間
山
鵠
枇
の
公
平
を
奇
す
。
共
は
各
筒
白
組
合
員
が
如
何
な
る
高
き
に

て
岡
留
創
世
甜
ら
す
こ
と
の
要
求
に
眠
、
b
る
る
か
は
、
各
簡
の
組
合

ω
巾
に
、
情
力
大
な
る
払
由
が
結
合
す
る
か
、
小
な
る
者
出
紡
合

T
る
か
、

制
品
輔
の
結
合
に
か
か
る
か
ら
だ
と
い
ひ
‘
ゲ
1
4
F
も
、
肌
枕
組
合
及
中
間
車
り
制
成
の
主
た
る
献
酷
は
、
明
き
管
業
。
不
十
分
な
る
捕
徒
主
、
能

力
田
明
き
者
の
十
分
な
る
負
強
と
に
存
す
と
伺
す
叩

ヨ
負
強
凶
碑
嫁
に
よ
h

|

|
此
方
法
に
よ
h
て
課
税
を
同
業
者
の
凶
健
に
任
か
す
ご
き
に
、
各
筒
人
に
課

税
し
た
の
ご
比
較
し
て
は
、

一
一
局
同
業
者
的
共
同
を
刺
戟
し
、
立
(
咽
岬
め
・
直
接
税
を
も
彼
等
よ
b
し
て
消
費
者

に
酬
明
嫁
す
る

ω努
カ
を
進
め
る
ご
い
ふ
可
能
性
が
ゐ
る
(
詰
一
一
一
一
)
O

尤
も
此
同
じ
共
同
が
或
皮
ま
で
は
此
聴
嫁
の
方

で
な
〈
、
生
産
の
共
同
総
替
乃
至
は
其
改
善
の
方
へ
向
ふ
古
い
ふ
可
能
性
も
あ
う
て
、
此
輔
嫁
努
力
は
定
ま
で
烈

し
い
こ
芭
は
ゐ
る
ま
い
ご
も
考
へ
ら
る
る
へ
詰
ニ
『
)
O

(健一一一一)
ペ
ル
シ
ハ
ル
ト

H
、
一
般
に
、
結
合
主
れ
た
る
偉
業
が
、
租
枕
由
形
成
に
於
て
自
由
な
る
が
錦
め
戸
、
皆
柴
が
其
租
粧
品
H

指
自
大
部
分

Vod否e，a. a. 0 Bernh司rd，a. a. O. S. 39. Bela Foldes， :t. 3. O. S. 421 
S.3IO・
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を
泊
費
者
に
特
鼠
せ
ん
と
努
む
る
の
危
険
あ
り
と
す
叫

(
量
一
一
=
一
)
ペ
ル

y
ρ

ル
ト
は
、
租
稔
組
合
は
、
生
躍
者
自
身

ω刺
益
よ
り
し
て
、
単
に
租
枕
自
粗
な
る
榔
嫁
を
沖
分
に
行
ふ
も
の
で
は
な
{
、
む

し
ろ
大
部
分
、
生
産
自
合
理
化
の
方
向
に
力
を
向
〈
る
と
と
の
保
置
を
供
ナ
る
ζ

と
と
な
ら
う
E

と
い
ふ
て
居
る
品

ろ
組
A
ロ
の
内
部

l
l

ー
同
業
者
事
情
の
復
雑
の
勉
め

|
l岡
地
同
業
者
間

ω事
情
は
相
互
に
知
h
易
い

Z
V
ム
事
が
組
令
制
度

の
長
所
で
は
ゐ
る
が
、
共
も
経
隣
国
介

ω耽
官
民
の
著
し
い
V

今
日
で
は
、
内
怖
の
復
額
が
蓄
し
〈
盲
醤
附
に
比
し

τは

同
業
者
ご
て
も
十
分
に
は
相
互
に
事
怖
を
知
hJ
難
い
ご
い
ふ
一

-
Z
が
あ
る
(
匙
二
四
)
。
随
っ
て
精
密
に
い
ふ
て
此
方

法
に
よ
h
て
組
合
員
の
問
に
公
卒
が
得
ら
る
、
E
は
い
へ
な
い
。
併
し
叉
此
方
法
に
よ
h
て
或
皮
ま
で
は
.
そ
し

て
特
仁
官
僚

ω手
に
よ
る
じ
比
し

τは
一
一
層
適
切
会
卒
な
る
を
得
る
の
だ
か
ら
・
此
が
高
夏
楽
て
た
も
の
で
は
な

い
こ
E
勿
論
で
め
る
。

ア
ウ
ス
ト
は
、
制
開
化
し
た
る
事
怖
の
お
め
に
、
最
早
賦
課
に
於
け
る
租
枕
組
骨
白
協
力
の
器
時
に
於
げ
る
&
同
一
回
降
件
は
存
し
な

い
。
何
ぜ
と
な
れ
ば
皆
議
。
誕
歩
し
た
る
援
謹
に
よ
り
で
、
租
税
噌
員
に
、
共
桔
凪
に
於
け
る
多
〈
の
瞥
業
山
特
徴
J
F
知
ら
れ
ざ
る
と
と
と
な
る

か
ら
と
い
ふ
て
同
市
る
山

(
註
-
一
回
)ヨ

同
業
者
間
及
特
に
理
事
者
凶
悪
意
の
潟
め
|
|
同
業
者
間
に
て
は
事
情
が
知
ら
れ
易
〈
随
っ
て
此
方
法

に
よ
b
て
公
平
ご
な
b
得
る
可
能
性
が
ゐ
り
さ
し
て
も
・
其
同
業
者
特
に
理
事
者
が
題
意
を
以

τ.
事
情
の
明
な

る
に
乗
じ
、
英
雄
能
を
濫
用
し
て
或
者
を
不
嘗
に
刷
出
品
唱
し
、
他
の
者
を
相
封
的
に
有
利
正
し
、
其
潟
め
不
R

世
卒
を

論

載

五

租

輯

組

合

論

第
二
十
七
巻

七

第

貌

Bernhard， a. a. O. S，中4
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削
此
出
回



歯

叢

第
二
十
七
巻

プ守

/、

E再

就

租

挽

担

合

論

生
宇
る
こ
芝
、
な
h
得
る
(
註
ニ
伍
)
O

併
し
此
の
如
き
は
必
中
し
も
常
に
起
る
ご
い
ふ
の
で
は
な
〈
、
叉
促
A
T
起
つ

た
ご
し
て
も
・
然
る
ご
さ
は
倍
情
紛
守
主
な
h
て
、
勢
ひ
蛍
局
者
が
反
省
し
な
〈

τな
ら
凶
こ
己
、
な
b
、
又
常

に
他
方
・
中
央
に
て
も
之
が
監
督
を
怠
ら
宇
且
つ
租
税
の
如
き
灸
共
的
の
も
の
に
て
は
私
心
を
交
ゆ
る
事
の
不
都

合
だ
ご
い
ふ
事
を
高
調
し

τ指
導
す
る
の
を
も
怠
ら
な
り
れ
ば
、
大
過
な
く
し
て
夫
山
方
訟
の
成
果
を
欣
め
得
る

で
あ
ら
う
。

(
註
=
五
)

ワ
グ
ナ
ー
は
、
此
に
て
嫌
悪
、
嫉
拓
、
競
事
、
悪
意
年
が
、
容
易
に
行
は
る
る
か
ら
、
此
削
賦
課
枕
の
結
果
に
つ
き
遊
説
上
の
心
町
あ

り
と
錫
L
、
フ
オ
ツ
ケ
は
、
正
前
な
る
鈎
骨

E
組
合
の
内
部
白
み
に
て
な
り
と
も
生
仁
、

E
つ
闘
部
者
E
尚
且
せ
し
む
る
目
的
が
貨
際
に
議
せ
ら

る
る
か
は
頗
る
疑
問
だ
。
何
と
な
れ
ば
、
鉱
師
、
平
信

行
は
る
る
か
ら
と
い
ふ
句

利
己
、
不
公
平
出
土
る
す
匝
峨
て
は
、
大
た
る
匝
域
に
於
け
る
よ
り
も
一

Z
t

B
期
政
牧
入
上
ー
ー

い
管
業
者

ω決
定
に
よ
り

l
l課
税
様
準
の
決
定
を
嘗
業
者
に
任
か
す
己
き
氏
、
決
定
者
た
る
偉
業
代
表
者

自
ら
も
、

課
税
の
艦
い
こ
ご
に
利
盆
を
戚
十
る
の
で
、
大
謹
聴
い
方
に
決
定
す
る
の
傾
が
ゐ
っ
て
、
其
だ
け
闘
庫

牧
入
を
本
来
ゐ
る
ぺ
き
ょ
b
も
小
な
ら
し
む
る
の
可
能
性
が
ゐ
る
。

ろ
制
度
の
作
用
に
よ
b
|
|中
間
率
の
用
ゐ
ら
る
、
場
合
の
如
語
、
経
済
界
の
好
況
に
向
ひ
っ
、
あ
る
ご

宮
、
並
に
組
合
内
仁
割
合
に
能
力
大
な
る
も
の
、
多
〈
存
す
る
ご
き
に
は
、
中
間
恋
を
用
ゐ
守
し
て
会
〈
各
義
務

¥Vagner， Fw. II. S. 711. Vocke， a. .:t. O. s. 3[0 27) 



者
の
課
税
標
準
に
直
接
に
税
率
を
適
用
し
て
政
府
の
枕
牧
入
を
定
む
る
場
合
に
生
?
ぺ
か
り
し
大
枚
入
を
牧
め
得

F
る
の
械
が
あ
る
。

C
生
産
政
策
上

1
l同
業
者
の
組
合
に
よ

h
て
課
税
標
準
を
決
す
る
こ
ぜ
仁
よ
・
り
て
は
、
同
業
者
の
管
業
秘
密

が
お
互
に
知
れ
る
ま
い
よ
不
利
を
件
ム
。
此
偉
業
秘
密
は
管
業
者
ご
し
て
は
相
嘗
大
事
の
こ
ご
で
ゐ
る
の
じ
、
之

が
他
人
に
知
れ
る

Z
い
ふ
の
は
彼
等
の
替
業
上
大
な
不
利
で
ゐ
る
。
英
の
秘
密
の
知
れ
る
ご
い
ふ
事
が
勿
論
、
官

実
時
代
に
も
あ
る
り
れ
い
と
も
、
其
方
は
ま

r忍
び
得
る
o
然
し
其
を
競
母
者
た
る
同
業
岩
に
知
ら
れ
る
ピ
い
ふ
事

は
忍
び
難
き
の
苦
情
か
も
知
れ
な
い
(
誌
ニ

5
0

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
位
、
師
に
今
日
の
謀
枯
方
法
に
て
も
、
又
今
日
目
評
定
方
法
に
て
も
、
商
人
と
し
て
は
其
同
業
者
か
ら
共
帳
簿
を
見
ら

明

る
る

ζ
k
よ
り
も
心
問
ず
る
も
白
は
他
に
な
い
と
い
ふ
て
居
る
。

(
健
二
穴
)

D
負
備
上
l
|
負
揖
が
組
合
に
謝
し
中
間
率
を
通
用
し
て
倒
賞

τら
る
、
吉
き
に
、
血
官
業
が
不
況
に
向
ひ
傍
業

者

ω刺
盆
の
薄
〈
な
h
っ
、
ゐ
る
場
合
、
組
合
員
に
割
合
に
能
力
乏
し
き
も
の
、
多
量
場
合
の
如
き
に
は
、
彼
等

は
英
負
強
の
重
き
に
苦
し
ま
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
こ
ご
、
も
な
る
し
、
新
規
開
業
者
に

L
て
利
盆
少
き
者
の
新
に
加

入
す
る
場
合
に
も
、
他
の
組
合
員
が
英
縛
め
苦
し
む
ご
い
ふ
が
如
き
こ
芭
も
生
守
る
(
註
二
七
)
。

ア
イ
ス
チ
ン
グ
位
、
年
由
経
過
中
に
新
に
生
ず
る
替
業
で
あ
ワ
て
、
経
験
よ
掴
め
に
は
士
〈
無
肱
盆
品
、
唯
山
岡
町
，

t廷
で
か
生
じ
な

い
か
、
叉
は
加
之
、
往
々
に
し
て
損
失
量
生
ず
る
も
白
に
、
不
相
誌
に
高
い
中
間
串
を
践
す
る
は
平
首
だ
と
い
ふ
て
居
る
。

(
陸
ニ
セ
)

摘

租

曲

組

合

論

第
二
十
七
轡

七

ブL

第

腕

叢

Bernhard. a. a. O. S. 23. 
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最

論

E
行
政
上
|
|
租
税
は
本
来
、
園
民
が
闘
家
に
封
し
義
務
ご
し
て
負
ふ
も
の
だ
か
ら
、
岡
家
行
政
自
ら
も
、
各

園
民
の
各
の
能
力
を
直
接
に
良
〈
知
h
、
そ
し
て
之
に
適
切
な
る
負
傷
を
謀
す
る
こ
吉
、
な
ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ

租

枇

組

合

前

第
二
+
七
巻

O 

第

観

λ 

(
註
ニ

λ
}
。
然
る
に
此
方
法
に
依
る
ご
き
仁
、
政
府
自
ら
は
各
人
民
の
能
力
及
負
据
額
を
直
接
に
知
ら
泊
ど
い
ふ
不

都
合
を
生
す
る
。

( 

五、普
0301ー
'}¥ 
) 

タ
ラ
イ

y
ウ
晶
ヒ
ダ
ー
は
、
国
家
は
元
車
常
該
融
制
を
命
ず
る
前
に
.
前
以

τ人
民
白
能
力
在
確
知
し
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
智
正
と
い

結

論

以
上
要
之
、
租
税
組
合
に
は
若
干

ω快
結
は
あ
る
げ
れ
ど
も
、
重
要
な
る
長
所
も
ゐ
h
.
同
業
者
の
事
情
過
を

利
用
し
て
適
切
公
平
な
る
凱
枕
を
爾
ら
す
こ
正
、
帥
営
業
の
競
等
を
平
等
Z
す
る
こ
ピ
、
同
業
者
の
自
治
を
進
め
、

共
同
連
帯
り
精
紳
を
刺
戟
す
る
こ
正
、
彼
等
の
共
同
経
笹
乃
至
替
業
改
善
を
促
が
す
こ
Z
の
如
き
重
要
な
る
長
所

も
め
る
か
ら
、
之
を
採
用
す
る
こ
ど
、
し
、
併
し
普
魯
西
な
ど
の
先
例
を
共
催
採
ら
や
'
'
共
に
於
け
る
中
間
卒
の

通
用
の
如
き
を
除
き
・
課
税
標
準
の
決
定
並
に
納
税
保
訟
に
蛍
ら
し
め

(
尤
も
課
税
様
準

ω決
定
に
つ
い
て
は
官

寅
吉
山
協
力
の
下
に
)
る
こ
吉
、
し
て
は
何
う
h
r
z
思
ふ
O
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